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						トップ >  > 鉄道施設としての別所線
					

				
				
					鉄道施設としての別所線
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						写真の通りに別所温泉駅では、日本遺産の別所線の鉄道施設としての説明看板が立てられています。

上田から別所温泉までの路線は大正10年（1921年）に開通したと書かれています。

また、真っ赤な鉄橋である千曲川橋梁（きょうりょう）は224メートルの長さであったそうです。

中塩田駅や別所温泉駅など駅舎に近代の趣が残っている様子が見る事が出来ます。
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